
2019年

1月 5日（土）6日（日）
午前 10時開始（9時 45 分開場）

板橋区立文化会館
大会議室

入場無料

主催　将棋と文学研究会
本シンポジウムは、JSPS科研費（挑戦的萌芽研究）
16K13192の助成を受けて行われています。
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 5日
セッション1　現代メディアの中の将棋　10:00～ 12:00

木村政樹／小笠原輝／田代深子／椎名秀明

対談　将棋めしの世界とフィクション　13:00～ 14:00

松本 渚（漫画家） × 小笠原輝（将棋めし研究家）　進行：田代深子

セッション2　近代メディアの中の将棋　14:10～ 16:10

瀬尾祐一／矢口貢大／中野綾子／山口恭徳

 6日
セッション3　将棋と文学の交錯　10:00～ 12:00

西井弥生子／本多俊介／近藤周吾／田丸昇

対談1　将棋／コンピュータ／物語　13:00～ 14:00

久保明教（人類学者／一橋大学） × 小谷瑛輔（富山大学）　進行：矢口貢大

対談2　盤上遊戯と小説　14:10～ 15:10

いとうせいこう（小説家）× 若島正（詰将棋作家／京都大学名誉教授）

対談3　将棋と小説は似ている？　15:20～ 16:00

高橋弘希（小説家）× 谷口由紀（女流棋士）　進行：小谷瑛輔

近代から現代にかけて、将棋と文学はどのように関わってきたのか？
その関係を問う研究会プロジェクトの集大成

参加申込フォーム
http://bit.ly/2DUbAt0

将棋と文学研究会：http://www3.u-toyama.ac.jp/kotani/shogi/　問合先：小谷瑛輔kotani@hmt.u-toyama.ac.jp

定員 300 名
定員に満たない場合は当日参加可能


